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身体拘束から考える 
基礎教育と臨床の関係
慣習を変えていく研究と教育　　酒井郁子
看護師の変遷する拘束像 
─学生から新人看護師，指導的立場へ　　中野真理子

【座談会】学生たちの体験した身体抑制　　中野真理子他
松沢病院精神科での実習　　廣川聖子
「人が足りないから拘束する」への問いかけ 
─聖路加国際大学HELPの取り組み　　亀井智子

【連載】
看護に恋した哲学者と読む　ベナーがわかる！腑に落ちる！・2　　 
榊原哲也

ティーチング・ポートフォリオ作成講座・3　　吉田塁・栗田佳代子
Nと Eと LGBTQ・3　　藤井ひろみ
つくって発見！　美術解剖学の魅力・6　　阿久津裕彦
キネステティク・クラシック・ネオ　動きの言語化のツールが可能に
すること・6（最終回）　　中本里美
授業を良くする！　教育関連理論・8　　西野毅朗
専門家と市民の架け橋CoSTEP・12（最終回）　　種村剛

●「さぁ，ゲームを始めましょう！」アニ
メやマンガで悪の黒幕がよく使う台詞で
す。ここには「ゲーム＝遊び＝本気では
ない＝俺，余裕」というメッセージが隠
されています。ゲームを好ましく思わな
い人は，基本的にはこの黒幕と同じメッ
セージをその言葉から感じ取っているの
ではないでしょうか。しかし，「ゲーム
＝遊び」だとしても「＝本気ではない」と
は限らないはず。本来はどんなゲームで
あれ，本気で取り組むほど楽しいもので
すから，それを教育・学習に取り入れる
ことに，なんの躊躇もいらないのではな
いでしょうか。●楽しく学ぶためにシリ
アスゲームなどを取り入れるだけでな
く，藤川先生や福山先生のお原稿にある
「ゲーミフィケーション」という考え方を
教育に導入すれば，学びにより強い動機
づけを生み出すことができます。現在
行っている授業をゲーミフィケーション
して，学生が少しでも主体的に学ぶスタ
イルを取り入れてみていただきたいと思
います。 ……大野
●榊原哲也先生の新連載「看護に恋した
哲学者と読む　ベナーがわかる！腑に落
ちる」が始まりました。榊原先生は，教
務主任養成講習会やさまざまな看護系学
会でもご講演が多く，すでにご存じの方
も多くいらっしゃるとは思います。私も，
そうした会や東京大学で開催されている
『現象学的人間論と看護』の読書会などに
時折お邪魔し，楽しい時間を過ごしてい
ます。●読書会で印象的なのが，ベナー
のテキストの精密な読解から，看護の先
生方が連鎖的に患者さんとの，また学生
とのかかわりを想起され，共有され，共
感やときには笑いも起きる様子，そして
その看護の語りを本当にうれしそうに
伺っている榊原先生の表情です。今回の
連載がみなさんのあの表情が伝わってく
るようなものになることを期待していま
す。 ……番匠
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私たちのストレスケア

問題解決志向に疲れたら……

学校現場は，今更ながら「ブラック職場」であるといわれ始めてい
るように，教員はストレッサーが多い職業です。看護師も一時期
は「3K，4K」などといわれ，ストレスが多いことは知られています。
どちらの職業も，ミッション遂行にきわめてまじめに取り組み，
かついまだ滅私奉公的な考えをもつ人が少なくないことから，ス
トレスが原因でメンタルヘルスを害してしまうケースは珍しくあ
りません。そんな「教員」と「看護師」双方の面をもつ「看護教員」が
ストレスケアが必要になる機会が多いのは，当然といえます。
ストレスの多い教員，看護師のストレスケアについての調査・研
究は多く，さまざまな場で発表もされてきました。しかし，看護
教員のストレスケアについては，なぜかほとんど取り上げられて
きていません。つまりは，ケア自体は本人任せであったといえる
でしょう。自主的な対応はもちろん大事ですが，ストレスケアに
は，組織的な対応が必ず求められます。今回の特集は，看護教員
が抱えるストレス源をあらためて浮き彫りにし，ストレスケアの
仕方を，個人にできることと組織で行うべきことの双方から提案
しようというものです。
自分自身および学校や大学の仲間のメンタルを守るためにも，
1人ひとりができることから始め，周りにはたらきかけてみてく
ださい。

■職業的アイデンティティと職業性ストレ
ス─看護教員のメンタルヘルス対策に
向けて…………………………福永ひとみ
■「ストレス自慢」をやめて「ストレスフ
リーの場」をつくりませんか─教育職
場のストレス構造とその軽減方法に関す
る考察……………………………筒井美紀
■さまざまな形での教員へのメンタルサ
ポート……………………………椋田容世
■ストレスはつきもの─自らの限界を知
り，載せ過ぎた「荷物」をおろそう ……… 
…………………………………宮子あずさ
■研究教育機関におけるアカデミック・ハ
ラスメントを考える─学びやすく，働
きやすい教育現場をつくるために……… 
…………………………………湯川やよい

【2018年 2月号（Vol.59 No.2）】

VR で未来を変える
【2018年 1月号（Vol.59 No.1）】

インストラクショナル 
デザインを活かす

【2017年 12月号（Vol.58 No.12）】

省察的実践者を育む
ショーンからの提起とともに

【2017年 11月号（Vol.58 No.11）】

ティーチング・ポートフォリオ
で得られること

【2017年 10月号（Vol.58 No.10）】

実践的思考力を育む
【2017年 9月号（Vol.58 No.9）】

学生とつくる授業
学生がつくる授業

1980年以降，看護は問題解決思考を基盤にした看護過程によって
大きく発展を遂げてきました。問題解決能力の向上とは，迅速な判
断，高度な専門性，強い思考力を求めるものです。確かに，科学の
進展とは，こうした側面ももつでしょう。そして看護には，問題解
決を優先する，問題解決志向と呼べる文化が醸成されてきました。
しかし，特に近年，精神科看護や慢性期看護など，疾患をかかえ
たまま生きていく患者を支える領域から，ネガティブ・ケイパビリ
ティ，ストレングスモデル，当事者研究など，問題解決だけではと
らえきれないケアの諸相が描かれるようになっています。そうした
ケアは，看護師などの医療者が，患者の問題を解決しようとする前
提となる発想自体への深い問いかけが秘められています。
また，問題解決志向は，教育においては，学生の課題やできていな
い点に気がつきやすく，教育効果を性急に求め，学生を管理して導
こうとする発想につながります。しかし，みなさまも，学生時代に
成績が芳しくなかった学生が，卒後，臨床現場で活躍されている
例もご存知ではないでしょうか。教育には，学校で花開かなくとも，
そうした可能性の種を育む役割もあるはずです。
今後も，看護教育において，問題解決能力の育成は重要なテーマで
あり続けるでしょう。しかし問題解決志向が強くなりすぎると，み
なさまも，学生も，患者もきっと疲れてしまうのではないでしょうか。
本特集でご紹介する，問題解決志向ではないケア，また医療者の
あり方が，今後のみなさんにとって何かのヒントとなれば幸いです。

■弱い教員からのもの語り 
学生と同じく，弱さを抱えた私 …清水隆裕
看護教員のあり方への危惧…… 入江拓

■【インタビュー】答えの出ない事態に耐え
る力：ネガティブ・ケイパビリティが支
えるもの─帚木蓬生先生に聞く

■【インタビュー】教育のパターナリズムへ
の問い─当事者研究から─向谷地生
良先生に聞く
■当事者に聞く姿勢を伝える─ 
ストレングス・マッピングシートを活用
した演習…………………………萱間真美
■【対談】「弱さ」の教育学のために─現象
学がみつめること……守屋淳／西村ユミ
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